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ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
◆環境マネジメント専攻[修⼠課程]
所定の30単位以上を修得し、以下の⼒が修得されたと認められ、特定課題研究の審査に合格した者に、修⼠
（環境学）の学位を授与する。

1．⾃然の仕組みや持続可能な発展の概念を深く理解し、持続可能な社会に向かう⾃分なりの中⻑期的ビジョ
ンを有している。
2．環境学についての幅広く深い知識や経験のもと、環境をめぐる解決や発展を図るため独⾃の問題意識を持て
る。
3．以下いずれかの分野で専⾨性を実務に活かすことができる。
 　・企業等における環境経営のための環境マネジメント推進者として、ESG経営などに関わる環境マネジメントシ
ステムを理解し、システムの構築、実践、評価ができる。
　・企業活動や製造業におけるエコプロダクツ製品あるいは企業活動全体の環境評価推進者としてLCA⼿法等
による評価ができる。
　・地域の低炭素化、循環経済、⾃然との共⽣など地域の持続可能な発展に貢献するため、地域社会の環境
問題を発⾒、改善提案できる。

環境学研究科では、環境に関する専⾨的職業⼈を養成するため、環境分野の社会動向を注視し、教育内容を時代に即して、持続可能な企業社会・地域社会の実現に対応で
きるカリキュラムを編成する。

◆環境マネジメント専攻［修⼠課程］
標記の⼈材育成⽬標を達成するため、カリキュラムは、講義科⽬および演習科⽬によって編成し、講義においては、最新の知識と実践⼒を⾝につけるための基礎を養う。具体的に
は、持続可能な発展の概念を深く学ぶ「持続可能な発展研究１」などを共通必修科⽬として配置する。それらをベースとして、「地域環境マネジメント」「環境経営」「エコプロダクツ」そ
れぞれの領域について深く学べる科⽬群を配置する。研究の集⼤成となる特定課題研究演習では、指導教員による継続的な論⽂指導を⾏う。


